
Title Dr. G. Kurt Johannsen and H. H. Kraft; Germany's Colonial Problem. 1937.(Das Kolonialproblem
Deutschlands. 1936.)

Sub Title
Author 山本, 登

Publisher 慶應義塾理財学会
Publication year 1937

Jtitle 三田学会雑誌 (Keio journal of economics). Vol.31, No.12 (1937. 12) ,p.1863(169)- 1869(175) 
JaLC DOI 10.14991/001.19371201-0169
Abstract
Notes
Genre Journal Article
URL https://koara.lib.keio.ac.jp/xoonips/modules/xoonips/detail.php?koara_id=AN00234610-19371201-

0169

慶應義塾大学学術情報リポジトリ(KOARA)に掲載されているコンテンツの著作権は、それぞれの著作者、学会または出版社/発行者に帰属し、その権利は著作権法によって
保護されています。引用にあたっては、著作権法を遵守してご利用ください。

The copyrights of content available on the KeiO Associated Repository of Academic resources (KOARA) belong to the respective authors, academic societies, or
publishers/issuers, and these rights are protected by the Japanese Copyright Act. When quoting the content, please follow the Japanese copyright act.

Powered by TCPDF (www.tcpdf.org)

http://www.tcpdf.org


.

一
六
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一
八
六
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干
渉
を
擴
張
し
.て
銃
制
經
濟
を
管
っ
v
'
tが
、
英
國
は
そ
れ
で■

だ
i

;:

晋
々
は
此
等
諸
國
ぬ
經
濟
政
策
を
讀
ん
ャ
、
.伊
太
利
の
餌
合
國
家
，
米
隊
.の
ラ
：ュ
丨
‘
デ
ィ
1
ル
、
ソ
ゥ
ェ

I

ト
聯
邦
の
內
情
等
に
1 

て

.—
通
レ
の
知
識
を
要
領
よ
く
知
る
こ
i
:が
出
來
る
。
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:
第

暴

は

3

理
論
的
硏
究
篇：

っ
て
、
f

自
身
の
.意
見
を
述
べ
て
象Q,

結
論
と
す
る
。
.私
的
瞥
利
企
業
の
自
由
競
爭
は
、1 

會
全
員Q
消
費
欲
®
に
よ
く
應
へ
且
っ
之
を
增
赌
ず
る
こ
と
：に
成
功
し
た
。
然
る
に
.そ
れ
は
次
第
に

f

の
制
限
や
獨
占
を
生
みa
っ 

之
を
必
要
と
す
る
に
至
っ
たo
が
企
I

自
身
の
側
よ
I

る
1

策
は
、
初
め
の
様
に
消
費
者I

f
與
へ
な
い
2
 

.み
：の
f

s
に
行
は
れ
る
こ
と
の
多
い
も
の
で
ぁ
っ
た0:此
處
に於
て

讓

の

爲

す

統

雙 

ハ
«
丨
ス
は
戰
後
、
阈
家
が
國
內
、
國
際
の
兩
分
野
に
於
て
.干
渉
す
る
こ
と
の
事
例
を
指
摘
す
る

o

而
し
て
自
由
放
任
主
義
へ
の
復
歸 

が
認
む
べ
か
ら
f

も
の
I

る
と
斷
J

O
今
白
の
自
由
競
S

弊
害
は
多
く
、
自
由
競
部
自
體
がI
出

^
^

今
の
不
平
等
，
不

自

思
f

に
於
て
§

自
農
任
べ
戾
る
こ
と
は
決
し
て
眞
の
自
由
競
f

l

し
得
な

r
い

ふ

 ̂

(

ニ
六
七
頁
¥
ら
ば
則
畫
經
濟
.は
ど
ぅ
か
と
い
.4
に
-
之
亦
從
の
.賛
成
す
系
と
な
ら
ぬ
o 

V

iと消
費
と
を
S
一的
に

定

め

て

し
^
 ̂

ふ
こ
と
は
欲
望
を
充
分
滿.た
す
こ
と
も
、
生
產
的
务
源
を
能
率
的
に
利
用
す
るGと
を
条
可
能
に
す
る
o
.此
罢

は

■

的
價
格 

組
織
に
優
る
效
f

示
し
て
吳
れ
る
もg

は
な
い
の
で
I
O
' 

■ 

- 

一
白

鷲

，
吾
々
の
取
る
可
き
道
は
、
現
存
制
度
の「

上
に
立
ち
•
其
f

f

、ノ
短
を
棄
て

る

と

い

ふ

修

正

唐

で

ぁ〜

集
璧
義
の
中
道
を
步
む
べ
き
で
あ
る
と
い
ふ
折
衷
主
義
に
落
着
く
こ

と

に

爲

る

。
：

：

〉

D
n

 

c
. K

u
r
t

 

J
b
h
a
n
n
s
e
n

 

a
n
d

 

X
L

 

H
.
w
r
a
f
t
;

-
:

G
e
r
m
a
n
y

 s. Colonial 

problem. . 1
9
3
7
、
f.Da,s...Kolonialproblem 

Deutschlaads. 

I
S
6
.
)

 

：

.一

.

.

.
-

山

一

本

..

.

-
 

'一
登

.

. 

-
■

.

一
九
三
三
年
ヒ
ッ
ト
ラ

ー
を
宰
相
と
す
る
ナ
チ

ス
獨
裁
權
の
確
立
以
來
獨
逸
の
外
交
政
策
は
次
の
三
原
則
を
中
心
に
遂
行
さ
れ
來

つ
 

た
。
即
ち
其
の(

一
〕

は
獨
逸
民
族
の
：團
結
で
ぁ
り
、(

ニ)

は
.ヴh

ル
サ
ィ
ユ
條
約Q

廢
棄
、
‘

(

三)

は
世
探
大
戰
に
ょ
る
失
地
の
间
復
、■ 

，
で
ぁ
る
。
而
か
も
最
.近
に
於
け
る
植
民
地
洱
分
割
間
題
乃
至
は
原
料
資
源
苒
分
麗
題
の
擦
硬
と
共
に〜

英
泶
佛
を
中
心
と
す
る
現
狀 

維
持
派
と
日
獨
伊
.を
包
含
す
る
現
狀
打
破
派
の
世
界
的
な
對
立
に
關
す
る
論
議
は
、
所̂
謂「

持
っ
國」

と「

持
た
ざ
る
國」

或
は「

滿
足

國

」

 

と「

不
滿
足
國」

と
云
ふ1

對
の
流
行
語
を
生
ん
で
世
界
を
風
靡
す
る
か
の
如
き
感
が
ぁ
る
0
其
の
.中
に
在
つ
て
獨
逸
は「

.持
た
ざ
る
國
，
 

併
の
最
も
有
力
な
る
代
表
者
と
し
て
自
他
共
に
許
す
か
の
如
く
行
動
し
其
の
ヴ
エ
ル
サ
ィ
ユ
條
約
へQ

反
擊
或
は
舊
獨
領
植
民
地
返
還 

の
要
求
は
益
々
熾
烈
の
度
を
加
へ
っ
乂
ぁ
る
。
斯
か
る
秋
に
際
し
て
效
に
紹
介
せ
ん
と
す
る
b
r
. 

o
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は

蜀

逸

側

ょ

り

の

、
王

張

を

理

解

疒

る

.手
引
と
し
て
好
箇
の
小
著
と
云
ふ
事
が
出
來
や
ぅ
。

「

持
た
ざ
る
國」

獨
逸
は
如
何
に
世
界
に
向
っ
て求
め
る

か
o

我
々
■■は
本
書
の
內
容 

を
概
觀
す
る
事
に
依
つ
て
之
を
明
ら
か
に
し
や
ぅ。
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「

選

■

镇
地
圈
し
な
る
書
,

下
に
奮
が
叙
述

.す
る
所
は
其
の
副
題
'0
示
す
如
く
次
の
^
_

 ̂

即

ち

.先

づ 

: #
根
''
0
原
料
*
源
？
分
规
必
要
の
书
張
，
次

£

逸
ゎ
植
與
地
返
：還
要
求
ゼ
吏
持
す
る
^ :
の
諸
事
實
，
諸
論
議
の
東
戴
及
展
開
、
M
に
：
 

.本
問
題
に
關
す
る
最
近
の
所
論
0
檢
亂
で
|

0
 

へ

： 
一

'
/
'

パ
.然
$
て
_
に
指
摘
し
た
る
如
く
獨
_
の
斯
か
る
要
求
の
#
先
が
何
よ
り
も
先
づ
ヴ
ェ
ル
免
ィ
、ユ
條
約
の
全
固
时
破
棄
にk

け
ら
れ
る 

例
に
做
ひ
本
書
も
亦
同
條
約
へ
の
攻
擊
を
以
て
基
本
的
主
張
と
爲
す「

世
界
的
繁
榮
囘
復
へ
が
見
も
有
力
：な
る
阻
寄
原
因
の
一
は
ヴ
く 

ル
；サ
ィ
S

約
が
獨
逸
f

其
の
植
民
地
.の
利
用
I

っ
た
i

4

 

X

英
語
版
一P

V
6
.

獨
語
版S. 

5
)

 
■

齋
し
近
時
に
於
け
る
統
：̂
主

診

价

界

的

な

傅

播

、
，
ブ

a

ッ
グ
形
成
の
强
化
は
原
料
資
源及..

び
食
料
の
自
由
な
交
通
を
遮
斷
す
る 

事
に
よ
っ
て
オ
謂「

持
た
ざ
る
國」

の
困
難
を
益
々
激
化
す
る
傾
向
に
が
る
事
は
逢
丨
#

$
る
事
實
で
あ
る
。
斯
か
る
際
に
人
口 

J
密 

に
.し
で
赴
っ
自
然
的
霞Q

不
充
分
I

證
が
自
己
磊
か
る
闲
難
な
る
地
位
篇
势
息
推
す
る
ヴ
二：

ル
サ
ィd 

J

の
駿
棄 

を
要
欢
す
る
事
に
よ
ひ
て
資
源
の
S

な
る
分
配
惹
い
て
は
舊
獨
領
植
民
地
の
返
還
を
要
求
す
る
事
は
寧
ろ
當
然
で
あ

り

、

而

か

も

蜀 

逸
仰
の
立
場
よ
"
見
て
兹
に
著
者
が
特
に
强
調
せ
ん
と
す
る
所
は
獨
逸
の
要
求
は
新
植
民
地
へ
の
領
土
的

野

心

に

あ

ら

ず

し
て
、
#
っ

て
其
の
支
配
下
に
f
 
•ゥH

ル
サ
ィ
S

約
に
よ
っ
て
非
合
法
S

は
れ
た
舊
獨
領
植
民
地Q

,

返

還

矣

ふ

適

正

な

權

叫

に

基

く

合

法•

的
要
求
で
あ
る
と
云
ふ
點
に
あ
る
。

■

■

 

.

.

 

.

.

■

-

.

斯
か
る
意
圖
の
下
に
著
者
は
先
づ
第
一
章
に
於
■て
列
圃
に
よ
る
世
界
の
植
民
地
領
有
の
現
狀
分
析
を
開
給
す
る
。
其
處
に
於
て
彼
は 

各
國
の
植
民
地
面
積
と
其
の
母
國
爾
積
及
び
人
口
と
：の
對
比
，に
よ
り
海
外
領
域
所
有
國
と
し
て
は
英

國

I

頭

に

佛

、

伊

、

白

、

蘭

、

和
、

西

の

諸

國

を

で

管

ニ

f

場

合

實

馨

成

功

後Q
#

太

臂

「
持
っ
.國」

と
爲
すq

は
興
味
t

見
^

的
な
國
と
し
て
米
及
び
ソ
聯
を
擧
げ
、
最
後
に
赁
地
な
き
國
と
し
て
獨
、
日
、
波
を
包
括
す
る
。
斯
く
て
遊
に
前
記
の
所
謂r

持
つ
國」

と

「

持
た
ざ
る
國」

の
對
立
が
明
白
に
さ
れ
、
更
に
斯
か
る
不
平
等
な
る
分
割
の
結
果
を
激
化
す
る
も
の
と

し
て
近
時
頓
み
に
增
大
さ 

れ
た
關
稅
障
壁
或
は
輸
入
制
限
等
に
，よ
る
國
際
貿
易
の
保
護
书
義
化
.の
影
響
が
考
慮
に
人
れ
ら
れ
る
の
は
旣
述
の
如
く
で
あ
る
。
而
か 

も
此
の
場
合
に
も
其
の
根
ざ
す
所
は
ヴH

ル
サ
イ
ユ
條
約
に
在
り
と
さ
れ
之
が
今
日
の
，經
濟
的
闲
難
の
根
本
原
因
で
あ
り
、
其
處
よ
り 

文
政
治
的
不
安
が
起
る
も
の
と
結
論
き
れ
る
。 

•

'

.

:

.

•
.

.

:;.
厨
に
此
の

點
に
關—

獨
逸
の
同
條
約
廢
棄
、
又if

植
民
地
返
還
要
求
を
妥
當
化
す
る
爲
に
は
よ
い
强
カ
な
る
理
論
的
根
據
が
啟
要
で

权

0
、
著
盏
，は
.獨
逸
.が
他
の「

持
た
ざ
る
國」

^
比
し
て
獨
自
の
特
殊
的
地
位
を
保
有
す
る
事
を
强
_
す
る
0
即
ち「

獨
逸
は
戰
前
旣
に
價

値
あ
る
植
兄
地
を
葙
し
、
而
か
も
ぞ
れ
等
は
不
法
に
藓
取
さ
れ
た
。
從
つ
て
舊
海
外
肢
料
佻
給
地
の
囘
復
は
獨
逸
の
茁
當
な
權
利
虫
張

で
あ
る
：
.：
斯
ぐ
て
獨
逸
は
所
謂「

持
た
ざ
る
國」

に
は
屬
さ
な
い」

と
。(p. 

1
7VV
.
S
. 

16
,
)

然
ら
ば
斯
か
.、る
特
殊
性
を
有
ず
る
獨
逸
の

植
挝
地
問
題
と
は
何
か
。
：之
が
當
然
第
二
章
に
於
て
扱
は
る
べ
き
問
題
と
な
る
。
：

斯
か
る
_特
殊
饨
0
;指
摘
に
際
し
て
先
づ
.大
戰
前
に
於
て
植
民
地
領
有
國
と
し
て
の
獨
逸
が
如
何
な
.る
狀
態
へ
に
在
0
た
‘か

"

そ

し

て

其

ん
等
の
領
域
が
大
戰
中
を
湖
じ
耳
っ
又
ヴ
- X
.

ル
サ
イ
ユ
條
約
に
よ
り
聯
合
阈
側
の
爲
め
に
如
何
に
非
合
法
的
に
獨
逸
の
手
よ
り
奪
取
さ

.

れ
て
國
避
聯
盟
に
，よ
る
委
任
統
治
ぬ
制
度
へ
改
變
せ
し
め
ら
れ
た
か
*
而
か
も
同
條
約
は
單
に
獨
逸
の
海
外
領
域
(O
'
沒
收
の
が
な
ら
ず

,

歐
洲
次
陳
に
於
て
獨
逸
本
國
の
面
積
を
如
何
に
削
減
し
た
か
の
諸
事
情
钇
叙
述
す
る
事
に
よ
っ
て
、
其
の
.爲
に
原
料
赘
源
♦供
給
地
を
喪

失
し
た
獨
巡
が
現
時
の
甜
鎖
的
舊
8

1

係
の
進
展
に
伴
っ
て
名
に
經
濟
的
|

に
追
ひ
込
ま
れ
た
か
翁
か
に
し
^
^
^
^

故
に
先
づ
獨
迆
は
斯
か
る
經
濟
的
困
雛
を
克
服
す
る
爲
め
に
自
^
原
料
を
獲
得
し
得
る
獨
逸
自
身
の
植
民
地
^
要
求
す
る
ゎ
资
當
な
る

事
を
力
說
し
、
更
に
不
法
た
る
ヴ
.

H

ル
サ
イ
ん
條S

よ
か
離
脫
じ
て
其
の
葡
植
民
地
返
還
の
.要
求
を
爲
す
合
理
的
權
利
を
保
有
す
石
と
‘
 

.主
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す
る
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七J
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2
.
人
六
X

ン

に
聯
合
國
伽
喜

®
i

し
て
理
忠
し
薄
は

「

獨
f

M

s

l

g

l

力
無
€

4

し

#

て
の
獨
逸
の
聰
民
地
統
治
の
功
續

I

認
J

諸

論

韻

め

來

っ

て

、
'
旣

述

I

.逸
■

裘
 

、
と
I

る
|

」

で
結
局

「

獨
逸
の
植
民
地
返
還
要
求
は
合
法
的

、s
 

S
.

 

3
:

ご

4

ち
：今

■

逸
び
：

,
^

て
I
I

後
は
國
窮

I

s

f

結
び
付
く
處
る
。

.：而
か
蟲

i

f

は
ナ

5

獨
i

下
&

を

醤

I

遂
行

. 

卜
に
在
る
民
衆
の
關
心

I

此
の
對
外
問
題

I

中
せ
し
め
る
事
に
よ
っ
て
國
內
的
な
諸
障
害
を
謹
ぇ
ん
と
す
る
巧 

槳

内

政

策

の

一

班

を

看

取

し

得
！；0:0 

:

.

:

-

所
で
獨
嘌
植
遺
返
還
の
經
濟
的
理
由
参
る
所
は
何
か
。

'
:

著
S

よ
れ
ば
そ
れ
は

(

a)

原
料
資
源
と
し
て
の
撒
民
：地

ゼ
 

*

と
し
■て
の
驚
地

z(

c)

歐
洲
人
の
移
住
地
と
し
て
の
植
民
地
の
利
用
の
三
部
門
に
分
っ
て
考
察
さ
れ
る
。

に

お

_

|

_

る
®

I

I

求
の
i

l

一
 

は
明
ら
か
に
原
料
資
源
の
問
題
で

I

。
然
る 

に
I.

の
I

は
其
の

H
S

農
f

の
原
料
を
大
部
分
外
國
よ
り
の
購
入
に
依
る
。
寒

貨

i

い

獨

逸

の

S

輸
出
§

の

外

漬

。
而
か

|

|

|

I

C

I
る

の

途

は

|

が
に
原
料
供
給
地
と
し
て
の
植
民
地
領
有
に
求
め
ら
れ
る
o
特
に
證
に
と
っ
て
獲
民
地
が

見
i

其
i

l

其

他

養

地
i

f

る
と

意
的
根
國
製
ロ
篇
略

t

て
の
植
民
地
に
關
し
で
は
獨
逸
と
麗
領
驚
地

I 

一

ノ
 

.

ゐ
る
良
ち
プ
戰
扩
に
於
け
る
獨
逸
の
其

S

民
地
へ
の
輸
出
額
-に
比
較
し
て
戰
後
そ
れ
等
の
領
域
が
委
任
統
治
下
こ

置
か
れ
.て
よ
り
以
後
の
輸
出
額
の
減
退
は
著
し
い
も
の
が
.あ
る
。
蓋
し「

貿
易
は
國
旗
に
從
$>」

は
不
變
の
眞
理
で
あ
り「

獨
迤
呔
自
己 

の
領
土
.を
得
る
事
に
よ
つ
て
の
み
其
の
輸
出
を
增
進
し
得
る
の
，で
あ
る
0」

(P. 

47. 

S. 

4
1
.
)

更
に
本M
製
品
販
賣
市
場
と
し
て
の
植 

民
地
の
確
保
は
單
に
貿
易
上
の
利
益
の
み
な
ら
ず
本
國
の
蕩
惠
を
緩
和
し
、
或
は
海
運
業
の
隆
盛
を
も
窗
ら
し
得
る
。
，可
れ
に
L
 

て
も
經
濟
的
國
家
主
義
の
進
展
す
る
現
在
に
^
て
市
場Q

確
保
は
非
常
な
强
味
で
あ
る
事
は
敢
て
說
明
を
要
さ
ぬ
所
で
あ
る
。

.

最
後
に
移
住
地
と
し
て
の
、
換
言
す
れ
•ば
母
國
の
過
剩
人
ロ
の
捌
ロ
と
し
て
の
植
民
地
の
價
値
は
往
々
に
し
て
i
大
に
評
債
さ
I
る 

觀

が

あ

る;'
0

世

界

植

段

地

領

域

未

分

割

の

時

代

に

於

て

は

大

集

團

的

移

民

は

或

程

度

の

効

果

を

擧
げ
得
た
か
も
し
れ
ぬ
o
然
し
現
時
の 

'#
く
旣
に
其
の
分
割
の
旣
定
的
な
る
時
に
人
口
捌
ロ
と
し
て
の
植
民
地
を
求
め
^
事
切
極
め
.て

困

難

で

あ

る
0'
著

者

も

亦

獨

逸

に

於

て
 

移
住
地
と
し
て
の
.植
民
地
問
題
は
第
ー
一
養
的
意
_
を
有
す
る
に
止
る
事
を
認
め
乍
ら
、
尙
且
自
己
ひ
植
民
地
領
有
に
よ
つ
て
、
其
®
に 

或
程
度
の
就
業
の
機
會
.を
見
出
し
結
局
に
於
て
獨
逸
に
と
り
有
利
な
る
事
を
說
か
ん
と
す
るo

而
か
も
人
口
過
剩
の
問
題
は
本
質
；
g
rlc 

は
單
に
i

s
ir
積
と
人
口
數
と
の
對
比
に
よ
つ
て
の
み
決
ま
る
も
の
で
は
な
い
か
ら
、
移
住
民
の
.獎
勵
は
高
々
入
口
問
題
の
緩
和
に
役 

立
.つ
に
业
る
と
考
へ
ざ
る
を
得
な
ぃ
°

以
上
に
於
て
獨
逸
が
植
民
地
を
要
求
す
る
經
濟
的
理
由
な
る
^

の
が
理
解
さ
れ
る
0
勿
論
叙
上
の
諸
事
情
も
夫
々
有
力
な
る
根
據
た 

る
事
は
疑
を
容
れ
ぬ
。
然
し
乍
ら
現
代
の
獨
占
資
沐
主
義
時
代
に
於
て
± >

^)
>

根
本
的
な
要
求
は
資
本
の
輸
出
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
0 

「

持
た
ざ
.る
國」

側
の
主
張
は
自
ら
明
自
に
資
本
輸
出
の
要
求
.を
表
明
は
し
な
い
が
其
の
目
標
と
す
る
所
が
母
國
の
資
本
主

^

^

發
展
に 

存
す
る
と
考
へ
ら
れ
る
限
り
、
資
本
輸
出
地

.

と
し
て
の
植
民
地
の
.獲
得
が
如
何
に
母
國
に：

と
つ
て
大
な
る
利
潤
を
保
證
す
る
か
は
自
ら 

明
白
で
あ
ら
ぅ
0
又
更
に
そ
れ
と
結
合
し
で
植
民
地
に
は
軍
事
上
戰
略
上
.の
.意
義
が
附
加
さ
れ
な
け
れ
ば
，な
ら
な
い
0
經
濟
的
に
債
1| 

も
な
い
洋
卜
ー
の
£

嶼
に
關
し
て
如
何
5
深
刻
に
列
國
が
其
の
所
有
を
举
ふ
か
、
何
れ
も
夫
々
の
國
の
資
本
主
義
的
な
利
害
關
係
よ
り

.

' 

.
 

S

 

〈
1

八
六
七)
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:
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、
•
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,:1

七

四

(
1

八
六
八)

常

察

丄

て

：
こ

そ

始

め

ヤ

解

決

4
得
石
問
題
で
ぁ
る
0
:,
-

'.

.:
:
所
で
斯
か
.る
根
據
ょ
り
出
づ
る
獨
逸
の
植
浪
地
.要
求
も
現
實
の
間
題
と
し
ヤ
は
先
づ
ァ
>

|
分
割
0
:問
風
^
^

4
5

ごK

ふ
迄
七
な
く
ア
フ
リ
ヵ
大
陸
は
現
在
歐
洲
へ
の
原
料
供
給
0
屮
心
.地
で
.ぁ
り
#
來
：に
於
て
：
一:.層
髮
要
性
を
豫
想
せ
ら
れ
る0 

從
つ
て
著
者
も
茲
に
於
て
、.獨
逸
の
資
本
主
義
的
な
要
求
を
明_
に
«
け
出
す
0
即

ち

其

の

意

圖

す

る

所

は

ァ

フ

.
リ

ヵ

大

降

1
に
上
 ̂

民
を
犧
胜
に
し
て
の
獨
逸
並
び
に
歐
洲
列
國
の
發
展
に
在
り
、
_
人
に
ょ
る
暗
黑
大
陸
の
文
化
的
開
發
な
る
麗
句.の
下
：に

耍
 

け
K
J:f
f
i民
地
領
域
の
：再
分
韵
亦
求
め
ら
れ
る
。
斯
く
て
我
々
は
獨
逸
側
の
擧
げ
る
如
何
な
る

.理
由
に
も
拘
ら
ず
結
局
其
Q
要
求
の
根
底 

を
爲
す
も
の
は
資
本
主
'義
的
利
害
關
係
以
外
の
何
物
で
も
な
い
事
を
睛
み
取
る
事
が
.出
來
る
0:

:

奴
て
前f

の
獨
逸
の
要
求
が
種
々
の
場<；

口
に
ぶ
表
さ
れ
主
張
さ
れ
る
に
應
じ
て
獨
逸
植
民
地

.

問
題
は
必
然
的
に
國

際

的

論

議

の

中

心

 

I

つ
た
o 
.

第1H

章
に
於
て
考
霞
斯
か
る
論
議
の
.多
く
を
集
め
來
？

謹

し

、
以
て
獨
逸
の
要

求

を

是

認

^

^

づ
け
ん
と
す
る
。
斯
か
る
目
的
の
爲
め
に
著
者
が
單
行
本
、雜
誌
論
文
又
は
新
聞
論
說
等
ょ
り
引
用
し
來
れ
る
货
は
實
に
多
數
に
上
る
0 

而
も
是
れ
等
を
通
護
す
る
時
我
々
.は「

持

つ

, «」

側
の
代
表
者
と
も
.

2
べ
き
务
國
が
如
何
に
國
際
的
摩
擦
を
避
け
乍
ら
本
問
題
を
解
決 

せ
ん
と
努
力
し
つ
、
ぁ
る
か
を
理
解
し
得
る
。
即
ち
英
國
全
體
^,j

つ
て
の
利
害
關
係
ょ
り
考
察
す
る
な
ら
ば
蜀
逸
へ
の
或
程
度
の
讓 

.
歩

を

忍

ん

で

も

鬼

名
角
問
題
の
平
和
的
解
決
を
許
ら
ん
と
す
る
。
其
場
合
或
論
者
i

獨
領
の
現
英
國
委
任
統
治
領
の
返
還
を
止
む
を 

得
ず
と
す
る
も
現
狀
訛
持
派
と
し
て
の
英
國
は
出
來
得
べ
く
ん
ば
問
題
を
經
濟
的
に
の
み
限
定
せ
ん
事
を
希
求
す
る
。
其
の
代
表
的 

な
主
張
は一

查

五

年

九
月
f

r 丁

ブ

运

け
る
篇

外

相

T

ァQ

提
案
で
f

、
そ
れ
は
結
局
に
於
て
原
料
資
源
の
公

平

な

る

 

分
配
を
以
て
問
題
の
解
決
を
許
ら
ん
事
を
意
味
す
る
。

ぞ
乍
ら
現
在
の
如
き
不
均
衡
が
果
し
て
軍
に
斯
か
る
經
濟
的
手
段

Q
み
に
よ
つ
.て
解
決
さ
れ
得
るで

--

あ
t

か
。
我
々
は
之
5

し
て
茜
だ
悲
觀
的
た
ら
ざ
る
を
得
な
い
。
蔻

し「

今
日
に
於
て
は
自
己
の
植
民
地
を
有
し
て
の
み
始
め
て
^
1國
製
品
を
輸
出
し
必
要
原 

料
を
輸
入
し
得
る
保
證
が：

與
へ
ら
れ
るL

C
P

.

 73, s, 

S)

の
で
あ
り
、
其
の
限
り
領
土
の
分
割
を
俾
は
ぬ

M '

料
の
分
配
は
、
無
意
味
で 

あ
る
か
或
は
効
果
の
甚
だ
小
な
る
も
の
で
あ
ら
ぅ
。

斯
く
て
著
者
の
結
論
す
る
所
は
次
の
如
く
で
あ
る
、「

獨
逸
の
舊
獨
領
植
民
地
返
還
要
求
は
遺
德
的
、
合
法
的
並
に
經
濟
的
理
*
に
よ 

.力
亥
持
せ
ら
れ
る
。
其
の
努
力
は
帝
國
主g

的
動
機
に
よ
ら
ず
、
獨
逸
阈
民
に
®
し

經

濟

的

發

展

の

力

を

與

へ

.ん

と

の

願

望

に

よ

つ

て
 

侧
戟
さ
れ
.る
1(

1>
.00
5
，
s
> 

7
2
}
斯
く
て
彼
は
前
述
せ
る
獨
逸
の
要
求
の
特
殊
性
を
苒
び
繰
返
し
强
調
し
乍
ら
、
舊
.獨
領
た
り
し
委
任
統 

治
領
の
返
還
を
要
杏
、
其
S

求Q

列
國
.に
よ
る
受
■

世
界
平
和
基
く
所
以
で
あ
る
雾
ヵ
說
し
て
筆
を
擱
く
。
I.

以
上
、本
書
に
よ
つ
て
我
々
は
獨
逸
の
植
民
地
要
求
が
如
何
な
る
意
圖
の
下
に
於
て
爲
さ
れ
て
ゐ
る
か
を
明
白
に
知
る
事
が
出
來
た
。 

そ
れ
が
原
料
資
源
問
題

*

販
路
問
題

•

人
口
捌

ロ
或
は
國
家
的
威
信
等
々
の
問
題
と
結
合
し

V

ゐ
る
と
は

I
K

へ
結
局
に
於
て
領
土
の
現 

夢
擴
張
を
意
味
す
る
も
の
で
あ
り
又

他

の

非

資

本

主

.
_
的

領

域

を

犧
胜
と
し
て
の
獨
逸
の
發
展
を
目
指
す
も
の
で
あ
る
事
を
鬼
る
な
ら 

ば
著
蓉
の
如
何
な
る
說
明
に
も
拘
ら
ず
問
題
は
鎖
踪
せ
る
國
際
資
本
主
義
の
對
立
の
渦
中
に
於
て
、
一
路
復
與
に
向
つ
て
遇
進
す
る 

獨
逸
資
本
主
§
の
利
寄
關
係
に
恶
礎
を
有
す
る
も
の
と
考
.へ
ざ
る
を
得
な
い
0

■

斯
く
て
こ
そ
始
め
て
ナ
チ
ス
政
權
下
に
於
け
る
獨
逸
植
民
地
問
題
の
.對
外
的
並
び
に
對
內
的
意
義
を
1£
確
に
理
解
す
る
事
が
出
來
る

の
で
あ
る
。 

.

.

 

.
,
.
 

......

〔

附
記〕

英
語
版
と
獨
語
版
の
間
に
は
其
の
說
く
阶
何
等
の
相
違
も
存
し
な
い
0
只
英
語
版
に
は
獨
語
版
發
行
以
後
に
*
本
問
題
に
關
し
て
發
表

さ
れ
た
論
說
な
り
論
文
な
り
の
引
用
が
附
加
さ
れ
て
あ
る
。
尙
双
方
共
附
錄
に
統
計
資
料
が
載
せ
て
あ
る
。
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